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「あらゆる国民の年々の労働 (theannual labour of every nation)は，その
国民が年々に消費するいっさいの生活必需品および便益品 (allthe necessaries 
and conveniences of life which it [i. e. every nationJ annually consum剖) を本
悌胤に供給する資源 (fund)であって， この必需品および便益品は，つねにそ






Natu印刷dCaus同 01the Wealth 01 Nations， 1776.)の持頭におかれた文章であ
る。
この文章について~諸国民の富」の有名な編集者エドウィ y ・キャナンは，













全体に即していえば I国民の年々の純生産物J(the whole value of the叩 nual
(neatJ produce of the land and labour of every counhy)あるし、は「国民の年々
の純収入J(the (neat) revenue of all the inhabitants of a great country) と書
かるべきものであり，そのうちに消費のみならず，純投資分をもふ〈むべきで
あることは，改めて論ずるまでもない。かようにして，このスミスの有名な著




の理論 (theTheory of Ind-ividml1 Tnnllst可 orFirm)すなわち， 報酬ならびに
一定量だけあたえられた資源の諸用途間への分配の理論j と「全体としての産











に他ならない。 λミスでは』 経済成長か「富裕の進歩J(progre田 otopulence)と呼ばれただ
けである。本稿の問題には，ここに立入って論じないとの側面があ老ととを，留意いただければ
幸せである。
3) J. M. Keynes， TIu: General Theo叩 0/Emtloyment. Interest a'hd Money， 1936， p.293. 
























4) アルフ νッド マー シヤノレの『経済学原理Jl(PrinciPles of E出nomics，1 st ed.， 1890)におい
てもこの構造は見られる。のちに忘れるようにマ 、ノャルは この点について，アダム スミス
と現代の経世学とそ貰ねる続の中聞に位している。
5) なおスミスでは annual supply" "real wealth ヘとし、うごとき表現も，しばしば用いら
者してし、る。
スミス経済学における巨視的モデル (25) 25 
入のなかから年々に貯蓄されるものは自然にその資本に追加され，年々の生産



























26 (26) 第 101巻第1号
れるかについては，何んら論証を加えていないし，確信ある説明方法をもっに
いたらなかったようにおもわれる。 (A.Marshall， P.剛山:tlesザ Econ印刷CS，8 th 













といい，また I産業の生産物件heproduce of industry)とは，それが使用す
る対象すなわち原料に付加する (adのものをいうJ という。 (pp.314.423，邦
訳， 1， p.337. m， p.55.)この文章は，今日いわゆる「付加価値J(value added) 
の概念と全く同ーのものとスミスが考えていたことを示している。スミスは，
重農学派経済学者が純生産の観念でとらえた事柄を，付加価値の概念で表現し
たのである(たとえば， pp. 639-640.邦訳，皿， pp. 480-483.)が， I付加価値」と
いう現表についていえば，おそらくその重要な起源の一つであろう。何れにし
7) 国民所得についての奔合的な概士図式の根本は].M. Keynes. Ge即時lTheo叩.1936，第
6. 7章においてあたえられたけれども，国民所得計置の実噸の組織的体系的作業とむすびつい
てこの概念図式が完成された過程に関しては. J. M. Keynes，“The Income and Fiscal 
PotentiaI of Great Britain"， Eco銘omic.lourna~， Dec. 1939; ditto. H，ο1iI to Pay 10" the 
War， 1940; ditto. "The Concept of National Income". Econ. ]. March 1940: ]. E 
Meade and R. Stone. "The Construction of Tables of Nahonal Inr.ome Expenditure. 
Savings and Investment"， Econ. ].， ]une-Sept. 1941 などの業績が無視しがたい意義をも
ってし、る。



























































本的資財」を指摘している。 (p.lviii，邦訳.1， p， 92.) 







性の向上がもたちきれるという事情をも，併せて考慮している (pp.260， 326， 





































































































































スミス経済学における巨視的モデル (33) 33 
れ始めたようである。その一例として， O.H.テイラーのすくれた学説史，A
History 01 E印削附cThought. Social ldeals 側 d Econc問 ic Theories fro問























13) Overton H. Taylor， A Historァ01Economic Thought， 1960. pp. 90-93 
14) O. H. Taylor出 d.，pp. 9ι96 




























を示しているととそ』テイラ はかなり立入って論じている。 (0.H. Taylor， ibid.， p.21.) 
17) O. H-T凡ylor，ibfd.， p. 91 
